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はじめに 

 

 現代アメリカ社会では、いわゆる「ミレニアル世代」(The Millennial Generation)

と呼ばれる人々の動向が注目されている。彼らは一体どのような人々なのだ

ろうか。小論では、アメリカのシンクタンク、ピュー・リサーチ・センター

(Pew Research Center) が 2014 年 3 月 7 日に公開した報告書 “Millennials in 

Adulthood: Detached from Institutions, Networking with Friends”1) の内容を紹介

しながら、ミレニアル世代と呼ばれる人々の特徴について考察したい。 

 

1. ミレニアル世代とは 

 

 先にあげたピュー・リサーチ・センターの報告書 “Millennials in Adulthood”

は、2014年 2月現在において 18歳から 33歳までのアメリカ人 1,821名を対

象として調査したものである。2014年 2月時点で 33歳の人は、1980年 3月

から 1981年 2月までに生まれた人であり、まさに世紀転換期の 1998年ない

しは 1999年に 18歳の誕生日を迎えている。2014年 2月時点で 18歳の人は、

1995年 3月から 1996年 2月までに生まれ、2000年代以降の 2013年ないしは

2014年に 18歳の誕生日を迎えている。 

 「ミレニアル」(millennial) とは「1000の、1000年の」という意味の形容詞

であり、上記の報告書が「ミレニアル世代」として調査対象とした人々は、
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西暦が 1000年代から 2000年代に変わる頃、すなわち、「1980年から 1996年

の間に生れ、20世紀から 21世紀に移り変わる世紀転換期の頃、および、2000

年代に入ってから成人 (18歳) に達した人々」ということになる。 

 ただし、この報告書の調査はミレニアル世代の中でも、2014年 2月現在で

18歳から 33歳までの若い成人を対象としたものであり、1996年 3月以後に

生まれ、2014 年 2 月現在で 18 歳に達していない未成年のミレニアル世代は

調査対象になっていない。だが、報告書の注記には「最も若いミレニアル世

代は十代 (teens) であり、何歳までをミレニアル世代とするかはまだ定まって

いない」2)と書かれている。2014年 2月時点で 13歳 (thirteen) の子供は、2000

年 3月から 2001年 2月にかけて生れている。ミレニアル世代にこのようなテ

ィーンエージャーも含めるとするならば、ミレニアル世代の定義は「アメリ

カで 1980 年から 2000 年の間に生まれた人々」3)ということになろう。ある

いは、この世代の年齢の下限はまだ定まっていないということなので、より

広く「1980年以降に生まれた人々」と定義することもできよう。 

  

２. 「世代」の区分 

 

 ともあれ、ピュー・リサーチ・センターが 2014年 3月 7日に公開した報告

書 “Millennials in Adulthood”は、2014年 2月現在で 18歳から 33歳までのア

メリカ人、すなわち「アメリカで 1980年から 1996年の間に生れた人々」を

調査対象としている。したがって小論では、これらの人々を「ミレニアル世

代」として、その特徴を論じることにする。 

 アメリカで 1980年から 1996年の間に生れたミレニアル世代、すなわち、

2014年 2月現在で現在 18歳から 33歳までの人々の特徴をより明確にするた

めに、同報告書ではその他の世代区分も用いられている。1965 年から 1980

年までに生まれた人々 (2014年現在、34歳から49歳まで)を「X世代」(Generation 

X) 、1946年から 1964年までに生まれた人々 (2014年現在、50歳から 68歳ま

で) を「ベビーブーム世代」(The Baby Boom Generation)、1928年から 1945年

までに生まれた人々(2014年現在、69歳から86歳まで) を「沈黙世代」 (The Silent 

Generation) と区分している。4) 
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３. ミレニアル世代の特徴 

 

（１）デジタル・ネイティブ 

 ミレニアル世代はインターネットや携帯電話、ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス (SNS) をはじめとする新たなネットワーク技術を当たり前の

ものとして受け入れてきた唯一の世代である。インターネットは 1980年代に

拡大し、1990 年代にはティム・バーナーズ=リーが考案したワールド・ワイ

ド・ウェブ (World Wide Web) の登場を境に、インターネットの爆発的な普及

が始まった。5) 

 ミレニアル世代よりも以前の世代は、これらの技術に「適応する」必要が

あったが、ミレニアル世代は、子どもの頃からこれらの技術を生活の場で使

いながら育ってきた世代である。このようなミレニアル世代は「デジタル・

ネイティブ」(digital natives) と呼ばれている。実際に、ミレニアル世代の 81％

がフェイスブック(Facebook) を使っており、フェイスブック上に平均で 250

人の友人を持っており、その数は他の世代と比べて多い。6) インターネット

上のソーシャル・ネットワーキング・サービスであるフェイスブックの生み

の親であるマーク・ザッカーバーグは 1984年生れであり、まさにミレニアル

世代の代表格的存在と言えよう。 

 ミレニアル世代は、インターネット上の友人の中における自分の位置づけ

方にも特徴がある。55％がソーシャルメディアサイトに 「セルフィー」 (Selfie)

すなわち「自分撮りの写真」を掲載しているが、そのようなことは他の世代

の人々はあまりやりたがらないことである。7) 実際にピュー・リサーチ・セ

ンターの調査によれば、「セルフィー」 (Selfie) が何を意味するのか知ってい

る割合は、ベビーブーム世代では 10人中６人、沈黙世代では３分の１の割合

にすぎない。8) 

 

（２）人種的多様性 

 ピュー・リサーチ・センターの報告書によれば、アメリカで 1980 年から

1996年の間に生れたミレニアル世代の成人の約43％は非白人 (non-white) であ

り、その割合は他のどの世代よりも高い。非白人が占める割合は、 X世代で

約 39％、ベビーブーム世代で約 28％、沈黙世代では約 21％となっている。9) 

 このように、ミレニアル世代はアメリカ史上最も人種的に多様な世代であ
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る。それは、過去 50年間にアメリカにやってきた多くのヒスパニックおよび

アジア系移民のアメリカ生れの子どもたちが、今日、成人に達しつつあるこ

とによるものであると報告書は述べている。10) 

 ミレニアル世代の人種の多様性が高いことが示すように、アメリカ社会全

体においても人種の多様性は高まりつつある。今日、アメリカで誕生する赤

ちゃんの約半数は非白人である。11)また、合衆国国勢調査局が 2010年の国勢

調査結果に基いて試算し、2012年 12月に公表した、2012年から 2060年まで

の人口動態予測によれば、これまで総人口の中で過半数を占めてきた非ヒス

パニックの白人 (non-Hispanic white) は、2043年頃に多数派の座を失うことに

なるという。12) 

 この予測によれば、2012年に 1億 9,780万人だった非ヒスパニックの白人

の人口は、2024年に 1億 9,960万人でピークとなり、その後は減少に転じ、

2024年から 2060年までの間に約 2,060万人余り減少し、総人口に占める割合 

は 2010 年の 64％から、2060 年には 43％となってしまう。一方、2012 年に

5,330万人だったヒスパニックの人口は、2060年には 1億 2,880万人にまで増
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加する。現在では、アメリカ人の「６人に一人」がヒスパニックであるが、

2060年にはアメリカ人の 31％、すなわち「３人に一人」がヒスパニックとな

る。13) 上記のグラフと表は、ピュー・リサーチ・センターと Paul Taylorによ

るアメリカの 2060年までの人口動態と人種割合の予測である。アメリカ社会

の人種構成は、21世紀半ばに向けて大きく変化していくことが読み取れよう。
14) 

ところで、ピュー・リサーチ・センターの報告書によれば、ミレニアル世

代は他人をあまり信用しない傾向があるという。「一般的に大半の他人は信用

できると言えるか、あるいは、人づきあいの際には注意するに越したことは

ないか」という問いに対して、Ｘ世代では 37％、ベビーブーム世代では 40％、 

沈黙世代は 37％が「大半の他人は信用できる」と答えている。一方、そう答

えたミレニアル世代は 19％に過ぎない。15) 

 同調査は、このように、他人をあまり信用しないというミレニアル世代の

傾向は、その人種的多様性によるものかもしれないと分析している。2007年

に同センターが行った分析によれば、マイノリティと低所得の成人は、他の

集団に比べて他人への信頼度が低かった。16) 他の同様の調査結果17)から、社

会学者たちは、何らかの理由で社会における弱味や不遇感を有する人々は、
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他人を信用することに危うさを感じる傾向にあると結論づけている。 

 

（３）経済的状況と将来展望 

 ミレニアル世代は、その前の２つの世代(すなわち X 世代とベビーブーム

世代)が若かった頃と比べて、より多くの学生ローンを抱え、貧困や失業を経

験し、より少ない富と収入に甘んじざるを得ない状況に置かれている。18) 

 ピュー・リサーチ・センターの報告書によれば、こうしたミレニアル世代

の苦しい経済状況は、2007 年から 2009 年までの不況の影響、および、アメ

リカの労働人口がグローバリゼーションと急速な技術革新の影響を長期にわ

たって受けてきたことによる。今日、アメリカの平均家計収入はピーク時の

1999年当時の収入を下回っており、長期の不景気が続くなかで貧富の差が拡

大した。このようなマクロ経済的な傾向は、2007年頃に就職期を迎えたミレ

ニアル世代の中でも年齢層の高い人々(2014年現在26歳から33歳)にとって、

特に厳しいものとなった。アメリカは 2007年から深刻な不況に見舞われ、ま

だ完全に回復しているとは言えない状況にあると同センターの報告書は分析

している。 

 ミレニアル世代の中でも年齢層の高い人々の３分の１は、４年制の大学あ

るいはそれ以上の学歴を有している。彼らはアメリカ史上最も学歴の高い若

者集団となっている。ミレニアル世代においては、学歴と経済的成功には、

それ以前の世代に比べて極めて高い関係性がある。今日の社会では知識集約

型経済 (knowledge-based economy) が主流になりつつあり、ミレニアル世代の

若者の中でも大学に進学しなかった人々は、賃金と雇用の面で、それ以前の

世代が若かった頃と比べても、大卒者より厳しい状況に置かれている。19) 

 だが、大卒の若者たちもまた、彼ら独自の経済的負担を負っている。彼ら

は記録的な額の学生ローンを抱えている。大学の学士号を取得した者の３分

の２は、平均 2 万 7,000 ドル (１ドル 100 円として 270 万円) の学生ローンを

抱えている。20年前は、大卒者の半数が平均 1万 5,000ドル (1ドル 100円と

して 150万円) の負債を抱えていたにすぎなかった。20) 

 ピュー・リサーチ・センターの報告書によれば、成人に達した若者の多く

がなかなか結婚しない理由の一つは、経済的に苦しい状況にあるからではな

いかと分析している。2013年現在、ミレニアル世代の既婚率は 26％である。

ミレニアル世代と同じ年齢層だった時に、X世代は 36％、ベビーブーム世代
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は 48％、沈黙世代は 65％がすでに結婚していた。ミレニアル世代の平均結婚

年齢は他の世代よりも高く、男性は 29歳、女性は 27歳となっている。未婚

のミレニアル世代の多く(69％) は、結婚したいと思っているが、その多くが、

特に収入と教育レベルの低い若者たちは、結婚生活に必要な確固たる経済的

基盤に欠けている。21) 

 このようなミレニアル世代だが、彼らは前の世代よりも、アメリカの将来

について楽観的な見方を持っている。ミレニアル世代の 49％が、この国の将

来は明るい ("the country's best years are ahead") と答えている。そのように答え

たX世代は 42％、ベビーブーム世代は 44％、沈黙世代は 39％であった。1974

年にギャラップ社が行った世論調査によれば、当時の 30 歳以下の成人(1960

年代末から 1970 年代にかけて成人に達したベビーブーム世代)では、アメリ

カの将来に「大いに」自信があると答えた割合は 30％にすぎなかった。この

ことから、現代のミレニアル世代は、昔の若者たちと比べて、将来に対して

より楽観的な見方をしているようである。22） 

 

（４）信仰に対する見解 

 ミレニアル世代の宗教観は他の世代と異なっている。ミレニアル世代では、

いかなる宗教にも関わっていない ("not affiliated with any religion") という割合

が 29％に達しており、X 世代の 21％、ベビーブーム世代の 16％、沈黙世代

の 9％を大きく上回っている。23) 

 ミレニアル世代では、「神の存在を絶対的に確信している」割合が 58％、「神

の存在を信じるが、確信はできない」割合が 28％である。すなわちミレニア

ル世代の 86％は「神」の存在を信じており、この割合は他の世代 (X 世代、

ベビーブーム世代、沈黙世代とも 93％) よりも少ない。神の存在を信じない

と答えたミレニアル世代は11％にのぼるが、他の世代では5〜6％にすぎない。 

 また、自分のことを「宗教的な人」(a religious person)と思うか否かという

問いに対して、「そう思う」と答えた割合は、X 世代は 52％、ベビーブーム

世代は 55％、沈黙世代は 61％にのぼったのに対して、ミレニアル世代は 36％

にすぎなかった。24) 

 ミレニアル世代では、いかなる宗教にも関わっていないと答える者が 29％

におよぶ一方で、86％が神の存在を信じている。ミレニアル世代の若者たち

は、神への信仰を抱きつつも、自らを「宗教的」と見なすのを拒否し、教会
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をはじめとする宗教的組織に属することを嫌っていると言えるのではなかろ

うか。25) 

 

（５）政治・社会的見解 

 2014年現在、ミレニアル世代の 50％が政治的無党派(Independent)であると

答えている。共和党を支持すると答えた者は 17％、民主党を支持すると答え

た者は 27％であった。無党派と答えた割合は、X世代では 39％、ベビーブー

ム世代では 37％、沈黙世代では 32％であり、ミレニアル世代が最も高くなっ

ている。26) 

  ミレニアル世代は、過去２回の大統領選挙 (2008 年と 2012 年) において、

圧倒的に民主党候補を支持した。出口調査によれば、2008 年と 2012 年の選

挙における若者と高齢者の投票行動の差は顕著なものであった。2008年の大

統領選挙では、18〜29 歳の 66％がオバマを支持した。一方、65 歳以上でオ

バマ支持した割合は 45％であり、その差は 21ポイントであった。2012年の

大統領選挙では、18〜29 歳の 60％がオバマ支持した。一方、65 歳以上でオ

バマ支持した割合は 44％であり、その差は 16ポイントであった。27) 

 ミレニアル世代は、４つの世代のなかでその信条が最もリベラルな世代で

あり、リベラルの割合の方が保守の割合よりも多い唯一の世代である。2014

年現在、自分の政治的信条を「保守」(conservative) と答えた割合は、沈黙世

代が 45％、ベビーブーム世代が 41％、X 世代が 35％であり、ミレニアル世

代は 26％に過ぎなかった。「リベラル」(liberal) であると答えた割合は、ミレ

ニアル世代は 31％だったが、X 世代が 24％、ベビーブーム世代が 21％、沈

黙世代では 18％に過ぎなかった。28) 

 X世代、ベビーブーム世代、沈黙世代では「保守」と答える割合の方が「リ

ベラル」と答える割合よりも高いが、ミレニアル世代においては「リベラル」

と答える割合 (31%) の方が「保守」と答える割合 (26%) よりも高くなっている。

ちなみに、「中道」 (moderate) と答えたミレニアル世代の割合は39％であった。 

 政治的な事柄について、ほぼ半数 48％のミレニアル世代が、自分の見解は

以前よりもリベラルになってきたと答えている。一方、これ以外の世代では、

X 世代では 48％、ベビーブーム世代では 53％、沈黙世代では 57％というよ

うに、そのほぼ半数以上が、政治に関する事柄について以前よりも保守的な

見方をするようになってきたと答えている。29) 
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 同様の傾向は、社会的な事柄についても当てはまる。社会的な事柄につい

て、57％のミレニアル世代が、自分の見解は以前よりもリベラルになってき

たと答えている。これ以外の世代では、X世代では 52％、ベビーブーム世代

では 56％、沈黙世代では 51％というように、その半数以上が、社会に関する

事柄について、以前よりも保守的な見方をするようになってきたと答えてい

る。30) 

 ①同性婚に対する見解 

 ミレニアル世代は、同性婚、異人種間の結婚、マリファナの合法化といっ

た社会的事柄について明確にリベラルな見解を持っている。31) 

 2014 年までの過去 10 年間に、同性婚を支持する割合はどの世代において

も増えてきた。2004 年から 2014 年までの間に、同性婚を支持する者の割合

は、X世代では 40％から 55％へと 15ポイント増加、ベビーブーム世代では

30％から 48％へと 18 ポイント増加、沈黙世代では 18％から 38％へと 20 ポ

イント増加した。ミレニアル世代は同性婚を最も支持している世代であり、

2004 年の 44％から 2014 年の 68％へと 10 年間に 28 ポイント増加してい 

る。32) 

 ②マリファナの合法化 

 マリファナの合法化についても、すべての世代において支持が高まってき

ている。2014 年現在、X 世代の 53％、ベビーブーム世代の 52％、沈黙世代

の 30％が合法化を支持している。ミレニアル世代における支持率の増加は突

出している。2005 年には 34％のミレニアル世代が支持していたが、2014 年

現在ほぼ倍増し、69％のミレニアル世代がマリファナの合法化を支持してい 

る。33) 

 ③その他の社会的課題 

 アメリカ社会の重要な社会的課題である妊娠人工中絶と銃規制については、

世代間に大きな違いは見られない。2014年現在、ミレニアル世代の 56％、X

世代の 59％、ベビーブーム世代の 52％、沈黙世代の 42％が妊娠人工中絶の

合法化を支持している。 

 銃規制に関する見解についても、世代間の違いはさほど大きくない。ミレ

ニアル世代の 49％、X 世代の 48％、ベビーブーム世代の 44％、沈黙世代の

51％が、銃を規制することの方が、銃所持の権利を守ることよりも重要であ

ると答えている。34) 
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 2010年にオバマ大統領が署名し成立した「患者保護並びに医療費負担適正

化法」(Patient Protection and Affordable Care Act) いわゆる「オバマケア」につ

いて、2013 年 12 月にピュー・リサーチ・センターが行った調査によれば、

この法律を支持する割合は、ミレニアル世代は 42％、X世代は 43％、ベビー

ブーム世代は 41％、沈黙世代は 39％となっており、４つのすべての世代で「支

持」は約40％に留まっている。法律に反対する割合は、ミレニアル世代は54％、

X 世代は 55％、ベビーブーム世代は 54％、沈黙世代は 54％で、４つの世代

で 54〜55％となっている。一方、連邦政府の責任においてすべての国民皆保

険を実現すべきであると答えた割合は、X世代は 46％、ベビーブーム世代は

42％、沈黙世代が 45％だったのに対して、ミレニアル世代では 54％にのぼっ

ている。35) 

 このように、リベラルな見解を持ち、オバマを支持してきたミレニアル世

代は、他の世代の人々に比べて、より積極的な政府 (activist government) すな

わち、いわゆる「大きな政府」を支持していると言えよう。36) 2013年 9月に

ピュー・リサーチ・センターが行った調査によれば、ミレニアル世代の 53％

が「より大きな政府」(bigger government)  を支持しているが、X世代は 43％、

ベビーブーム世代は 32％、沈黙世代は 22％が支持したに過ぎなかった。37) 

 

むすび 

 

 以上、ピュー・リサーチ・センターの報告書 “Millennials in Adulthood: 

Detached from Institutions, Networking with Friends”の概要を紹介しながら、ミ

レニアル世代と呼ばれるアメリカの若者たちの特徴について紹介した。 

 同報告書は、1980年以降に生まれ、2014年現在 18歳から 33歳までの若い

成人を対象とした調査をまとめたものである。このミレニアル世代がアメリ

カの成人人口の中で占める割合は 2014 年現在 27％である。他の世代におい

ては、60％以上を占める非ヒスパニックの白人の割合は、この世代において

は 57％にとどまっている。それは、アメリカの若い世代において人種の多様

性が高まりつつあることを示している。ミレニアル世代おいてはまた、他の

世代で 30％台である政治的無党派の割合が 50％にのぼっており、彼らは政治

的・社会的に「リベラル」な信条を持っている。 

 人種的に多様でリベラルな信条を持ち、政治的には圧倒的に無党派の多い
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ミレニアル世代の若者たちは、自分自身と自国の未来に対して楽観的な見方

を持っている。彼らはまたデジタル・ネイティブとも呼ばれる優れた情報ネ

ットワーク構築能力を有している。ミレニアル世代と呼ばれるこの新たなる

アメリカ人たちは、アメリカ合衆国の「国のかたち」をこれからどのように

変えていくのだろうか。アメリカの人口動態の変化と共に、ミレニアル世代

の今後の動向が注目される。38) 
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